平 成 25 年 度 模 擬 試 験

問題1　建設資材の揚重計画（資材の持ち上げ下げ）を次の条件で行う場合、1日当たりの揚重可能回数は何回か。計算過程も残すこと。
[条件]　1日の作業時間　　8 時間		揚重高さ　　60 m
積込み所要時間　　120 秒/回	輸送能率　　0.6
荷卸し所要時間　　120 秒/回	揚重機の昇降速度　0.5 m/秒	ただし、輸送能率＝揚重可能回数÷計算上の最大揚重回数　とする。
（配点：考え方＝4点、答え＝４点）
揚重機の昇降１往復は、６０×2÷0.5＝240秒
これに積込み・荷降ろし時間120+120＝240秒を加え、一工程は480秒（8分）
作業時間8時間（480分）×0.6（効率）＝288
288÷8（分）＝36回

問題2　土工計画において、ブルドーザのサイクルタイム1.7min、土量変化率C＝0.9、L=1.3、1回の掘削押土量2.0m3、作業効率0.8とすると、1時間当たりの作業量すなわち締固めの後の土量の値は何m3か。ただし、土量変化率の定義は、C＝締固め/地山、L＝ルーズ/地山 とする。
（配点：考え方＝7点、答え＝４点）

			Q(m3/h)＝60・ｑ・ｆ・E／Cm（分）＝60×2.0×（0.9/1.3）×0.8／1.7＝39.09m3




問題3　ネットワーク工程表の作成では、所定の期日に納まるように時間見積りをし、全体のスケジューリングを行う。しかし実際には設計変更、天候、その他計画する際に予測できない要因などで工事の進行、完成が遅れることがある。工事の進行過程で計画と実績を比較し、工期を遅らせるような要因が現れたら、計画を修正し、その遅れに対し即応できる手続きをとらなければならない。このような操作をフォローアップというが、その場合に留意すべき事項を列挙せよ。（配点：8点）
	●フォローアップにおける留意事項
1計画との調整
2アクティビティ，ダミー，所要日数の変動，新アクティビティの発生，整理などによる現状を把握し，その対策を立てる。
3クリティカルパス，フロートの変化による弾力的管理運営
4工事進捗の把握
5プロジェクト完成への影響を検討
6打つべき手段の有妨既についての判断
7スターティングプランの見積り値の修正
8設計変更への対処



[image: http://www.kogures.com/hitoshi/webtext/sentaku-mondai/sd03-17.gif]問題４　アローダイアグラムで示す工程に基づいてシステム開発を進めたい。各作業をそれぞれ最も早く開始するとき，必要となる人数の推移を表す図はどれか。ここで，図中のそれぞれの作業につけた数字は，作業に必要な日数と，１日あたりの必要人数を表す。
 
解答：エ
各作業を「開始できるようになったら直ちに連続して作業する」とする。
作業　１～２０　２１～４０　４１～５０　５１～６０　６１～７０
Ａ　　　 ５
Ｂ　　　　　　　　　 ３
Ｃ　　　　　　　　　 ４
Ｄ　　　　　　　　　 ２
Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　  ２　　　　　 ２
Ｆ　　　　　　　　　　　　　　　  ２
Ｇ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３
合計　　 ５　　　　　９　　　　　 ４　　　　　 ２　　　　　３
実際には，作業Ｃ，Ｄ，Ｅはクリティカルパスではないので，作業をずらすことができる。
例えば，作業Ｄ（２）を４１～６０，作業Ｆ(２人）を６１～７０で行えば，２１～４０のピークを緩和することができる。　それを「山崩し」という。
問題５　図に示すネットワーク工程表について、設問に答えよ。（解答にあたっては、設問に示した作業以外に遅れなどは発生していないものとする）
（１）図の各結合点の上または右上に、最早開始時刻を〈 〉で囲んで示しなさい。例〈５〉
（２）最早開始日〈 〉の上段に、最遅開始時刻を《 》で囲んで示しなさい。例《５》（（１）と（２）両方正解で配点：10点）
（３）各アロー（矢印）の下にトータルフロート（全余裕時間）を[ ]で囲んで示しなさい。ただしダミーのアローには不要。例 [5] （配点：10点）
	(５)　３４日
	(８)　０日

	(６)　１８日
	(９)　３日

	(７)　０日
	(10)　４日


（４）図のアローを太く描いてクリティカルパスを図示しなさい。（配点：2点）
（５）所要工期は何日か。（配点：2点）
（６）作業⑦→⑧の最早開始時刻は何日か。（配点：2点）
（７）作業⑤→⑦のフリーフロート（自由余裕時間）は何日か。（配点：2点）
（８）作業⑥→⑨が３日遅れたとき、所要工期は何日延びるか。（配点：2点）
（９）作業⑤→⑦が３日遅れたとき、所要工期は何日延びるか。（配点：2点）
（10）作業③→⑥が遅れる見込みであるとき、所要工期を延ばさないように（配点：2点）
[image: http://www.ads3d.com/kense/kako/22/22am_54_0.png]するためには、最大何日の遅れに留めるべきか。





問題６　次の文章は、工事工程の進度管理の一つとして用いられる出来高累計曲線についての説明である。この文章の（　）に当てはまる適切な語句を語群から選んで、解答欄に記せ。（配点：４問×3点＝12点）

出来高累計曲線は、横軸に（イ），縦軸に出来高比率（％）をとり、各作業の工事全体金額に占める工事費の構成比率を計算しておき、各暦日の作業別予定出来高比率に工事費構成比率を（ロ）値、すなわち各暦日の全体工事に対する予定出来高比率を求め、これを累計して（ハ）の曲線を描いたものである。工事の進捗に従って定期的に実績を調査のうえ、上記手順により（ニ）を記入し、予定と実績との両曲線を比較して遅延の有無を査定する。
＜語群＞　工期、工事費、加えた、減じた、乗じた、除した、実績工事、全体工事、作業種別ごと、クリティカル工種、実績曲線、進捗状況曲線、
バナナ曲線、工程管理曲線
	解答
	工期
	乗じた
	全体工事
	実績曲線



問題７　工程図表に関する次の記述のうち、適当なものは番号を○で囲み、適当でないものは番号に×印をつけて修正すべき部分に下線を引き、正しい記述を直下に記しなさい。 （配点：９問×3点＝27点）
(1）バナナ曲線を用いた工程管理では、予定工程曲線が許容限界から外れる場合は一般に不合理な工程計画と考えられるので、主工事よりも付帯工事や補助工事を優先し、工程を見直す必要がある。
→(1) × 主工事を優先し工程を見直す。
(2）グラフ式工程表は、予定と実績との差を直視的に比較するのに不便であり、また、どの作業が未着工か、施工中か、完了したかなど、進捗状況がわかりにくい。  
→(2) ×グラフ式工程表は作業進行の度合いは明確である。
(3）ネットワーク式は作業に必要な日数が不明であるが、ガンチャートでは作業に必要な日数が明らかとなる。
→(3) ×ネットワーク式では作業に必要な日数が判明するが、ガンチャートでは不明である。
(4）作業に必要な日数は、曲線式では判明できるが、バーチャートおよびネットワーク式では不明である。 
→(4) × 作業に必要な日数はバーチャートおよびネットワーク式では判明できるが、曲線式では不明である。 
(5）工程管理上、作業に必要な日数の検討をするときはガントチャートが、作業の進行度合いを検討するときにはバーチャートが適している。 
→(5) × 作業に必要な日数はバーチャート、作業の度合いはガンチャートが明確である。 
(6）曲線式工程表は、作業進行の度合いがよくわかるほか、作業の手順や作業に必要な日数も正確に把握できる。 
→(6) × 作業の手順や必要な日数は不明である。
(7）工程管理曲線は、ガントチャートに基づいて予定工程曲線を作成し，それが管理曲線の許容限界内に入るかどうかをチェックする。  
→(7) × ガンチャート→バーチャート
(8）工程管理曲線で，実施工程曲線がバナナ曲線の下方限界を下回るときは，工程が進み過ぎており，一方，上方限界を超えたときは，工程が遅れていると判断できる。  
→(8) × 下方限界を下回るときは工程が遅れており、上回るときは工程が進みすぎていることを示す。
[bookmark: _GoBack](9）工程管理曲線は，時間の経過に伴う出来高工程の上下変域を調べるもので，上方許容限界曲線以上の出来高が表示されている場合は，最も経済的な工程と判断する。→(9)× 上方許容曲線を上回る工程は不経済な工事である可能性があるため計画の見直しが必要とな
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